
90. フィラデルフィア染⾊体陽性急性リンパ性⽩⾎病の後
⽅視的検討
熊本医療センターでは、下記の臨床研究を実施しております。本研究に関するご質
問等がありましたら下記の[当院の問い合わせ先]までお問い合わせ下さい。ご希望
があれば、他の研究対象者の個⼈情報及び知的財産の保護に⽀障がない範囲内で、
研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。   

研究の概要
フィラデルフィア染⾊体陽性急性リンパ性⽩⾎病(以下、Ph+ALL)の予後はチロシ
ンキナーゼ阻害剤により劇的に改善しましたが、⼀旦再発すると治療抵抗性となり
急激に悪化することが多いのが現状です。本研究では当院で診断および治療を⾏っ
たPh+ALL患者様の診断や治療経過を詳細に検討します。   

研究の⽬的と⽅法
研究の⽬的は、当院のPh+ALL症例の詳細なデータ解析し再発例の特徴を明らかに
することにより、再発を防ぐための治療⼿段あるいは再発後の治療⽅法を検討する
ことによって治療成績の向上に寄与することです。研究の⽅法は、2009年1⽉より
2019年5⽉までに当院で診断および治療を⾏ったPh+ALL症例に関して、カルテを
⽤いて年齢、性別、治療内容、再発の有無、移植情報などのデータ収集を⾏いま
す。そのデータを⽤いて再発率、⽣存率にどのような因⼦が影響を与えるかについ
て統計的解析を⾏います。   

本研究の参加について
本研究により患者様に新たな検査や費⽤の負担が⽣じることはありません。また、
研究に扱う情報は、個⼈が特定されない形で厳重に扱います。皆様の貴重な臨床デ
ータを使⽤させていただくことにご理解とご協⼒をお願いいたします。本研究にご
⾃⾝のデータを研究に使わないでほしいと希望されている⽅、その他研究に関して
ご質問がありました際は、下記の[当院の問い合わせ先]までご連絡ください。   

調査する内容
本研究は、新たに試料・情報を取得することはなく、既存のカルテデータ(問診記
録、⾝体所⾒、検査記録)を⽤いて実施する研究です。研究対象者(患者様）の個⼈
情報(⽒名、住所、電話番号)は記載せず、個⼈情報は特定されません。   

調査期間
研究対象期間︓2009年1⽉〜2019年5⽉        



研究期間︓当院倫理委員会承認⽇〜2021年3⽉31⽇   
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